
転倒防止
器具

板などを
差し込む 公 助

共 助自 助
自分や家族

隣近所、自主防災組織、
防災士、災害ボランティアなど

市区町村、都道府県、国、
消防、警察、自衛隊など

❶ ❷ ❸ ❹ ❺

●家具の固定、住まいの耐震化
●飲料水、食料品の備蓄 など

●防災訓練の実施
●地域に住む要配慮者に対する支援 など

●防災対策の推進
●自助、共助に対する支援 など

L字金具や支え
棒などで固定す
る。二段重ねの
場合はつなぎ目
を金具でしっか
り連結しておく。

転倒防止器
具で壁に固
定する。 L字
金 具 、支え
棒、転倒防止
ベルトなどで
固定する。

本体にナイロンテープなどを巻き
つけ、取りつけた金具などで固定す
る。脚には、す
べり止めをつ
ける。

できるだけ低い位
置に固定して
置く（背の高
い家具の上は
さける）。

チェーンと金具を使って数
箇所止める。蛍光灯は蛍光
管の両端を耐
熱テープで止
めておく。

L字金具などで固定し、棚板には滑りに
くい材質のシートやふきんなどを敷く。
重い食器は下に、軽
い食器は上の方に
置く。扉が開かない
ように止め金具をつ
ける。

突然起きる災害のときに、大きな被害を受けやすいのは
要配慮者と呼ばれる人たちです。要配慮者とは、高齢者や
子ども、障がいのある人、妊産婦、乳幼児、外国人など配
慮が必要な人たちのことです。いざというときは地域のみ
んなで協力して要配慮者を支援しましょう。

非常時こそ、不安な状況に置かれている人に優しく接す
ることが必要です。困っている人や要配慮者には思いやり
の心を持って支援しましょう。

目や耳の不自由な人や外国人に向けた警報・避難方法が
正しく伝えられるのか、放置自転車などの障害物は無い
かなど、日ごろからの点検が大切です。

一人の避難行動要支援者＊に複数の住民が支援していく
など、具体的な救援体制を決めておきましょう。隣近所で
の助け合いがとても大切です。
＊要配慮者のうち、避難する際に特に支援が必要な方を
避難行動要支援者といいます。

あらかじめ支援者を決め、2人以
上で対応し、車いすや担架を使
うほか緊急時は背負って避難し
ます。

まずは声をかけ、誘導するときは腕を貸して
ゆっくりと歩きます。
できるだけ状況を言葉にして伝えましょう。

孤立させないように話しかけます。
通じない場合は、やさしい日本語
や身ぶり手ぶりで伝え、道順など
は手で方向を示します。

乳幼児は抱っこやおんぶで運び、泣いて不
安な時は声をかけて安心させます。
妊産婦には手を引きながら転倒に注意し
先導して避難します。

お互いに顔が向き合う形で、大き
く口を動かし話しかけます。
伝わりにくい場合は、身ぶり・筆談
で伝えます。

災害のときに円滑な支援活動をするために、日ごろから
コミュニケーションをとっていることがとても大切です。

災害が発生し、または災害が発生するおそれがある場合に、自ら避難することが困難な「避難行動要支援者」
の円滑な避難の支援・安否確認などに活用するため、市では避難行動要支援者台帳を整備しております。

不安定な屋根のアンテナの補強。
瓦のひび、割れ、ずれ、はがれはないか。
トタンのめくれ、はがれはないか。

鉢植えや物干し竿など
飛散の可能性が高いものは室内へ。

雨どいに落ち葉や砂が詰まっていないか。
継ぎ目の外れや塗装のはがれ、腐りはないか。
雨戸にガタツキやゆるみはないか。

外壁に亀裂はないか。
板壁に腐りや浮きはないか。
プロパンガスのボンベは固定されているか。

ひび割れ、窓枠のガタツキはないか。
強風による飛来物などに備え、飛散防止フィルムを貼る、
外側から板でふさぐなどの処置を。

側溝が詰まると、道路冠水や浸水の原因になります。
日頃からの清掃にご協力をお願いします。

手動で充電できる
ラジオもあります。

懐中電灯と足元灯を兼
ね、停電や地震が起き
た時に自動的に点灯す
るタイプが有効です。

足元灯の設置が難しい
階段などには、蓄光
テープが効果的です。

家庭用医療機器等については必要な予備バッテリー
を備え、停電時の電源の切り替え手順などを確認し
ておくことも必要です。

詳しくはこちらをご参照ください。

自らの身は自ら守ることです。主に事前の防災
対策から、他人に頼れない発災時に、災害での命
を左右するのは、自助努力にかかっています。

個人や一家庭の力だけではどうにもならない状況に
おいて隣近所同士で助けあうことです。特に、発災直
後から避難や後片付けの段階では、必要となります。

住民の力では、どうにもならない状況での最後の受け皿
といえるでしょう。避難所運営をはじめ被災生活から、仮
設住宅や給付金など、生活再建段階で力となります。

部屋がいくつもある場合は、人
の出入りが少ない部屋に家具
をまとめておく。無理な場合
は、少しでも安全なスペースが
できるよう配置換えする。

就寝中に地震に襲われ
ると危険。子どもやお年
寄り、病人などは逃げ遅
れる可能性があります。

家具と壁や柱の間に遊びがあ
ると倒れやすい。家具の下に小
さな板などを差し込んで、壁や
柱によりかかるように固定す
る。また、金具や固定器具を
使って転倒防止策を万全に。

玄関などの出入口までの通路
に、倒れやすい家具などを置
かない。また、玄関にいろいろ
なものを置くと、いざというと
きに、出入口をふさいでしまう
ことも。

大地震が発生した際には、多数の火災が発生
し、多くの人が命や財産を失っています。地震
火災の原因の多くは電気が関連しており、電
気機器等（電気ストーブ、電気コンロ等）の転
倒による出火や、電気復旧時における通電火
災（破損した電気コードのショートによる出火
等）があります。このような電気火災を防ぐた
め、感震ブレーカー※等を設置しましょう。

タンス・本棚 食器棚 照明 冷蔵庫 テレビ ピアノ

災害のとき援護が必要な人に優しく接しよう 高齢者・病人・車いす利用者

要配慮者になったつもりで防災環境の点検を
目の不自由な人

避難するときはしっかり誘導する

耳の不自由な人

困ったときこそ温かい気持ちで

日ごろから積極的なコミュニケーションをとりましょう

避難行動要支援者台帳の整備

旅行者・外国人

乳幼児・妊産婦

屋　根

外　壁

側　溝

雨どい・
雨戸

ベランダ

窓ガラス

当たり前のように使っている電気が、突然使えなくなったら…
夜間の場合、安全に避難することや情報を入手することが困難になります。

停電情報については東京電力パワーグリッドのホームページ（裏表紙参照）にてご確認ください。

夜間の場合、出口がわからない、床の段差やガラスの破片が見えないなど、
とても危険です。

災害情報を得るにはスマートフォン・ラジオなどが必要になります。

※感震ブレーカー
については8ページ
をご参照ください。

家の中に逃げ場と
しての安全な空間

をつくる

寝室、子供や
お年寄りのい

る部屋には倒れやす
い家具を置かない

家具の転倒を防ぐ 安全に避難する
ため、出入口や通

路にものを置かない

電気火災発生の防止

リビングや寝室などに懐中電灯や
足元灯を備えましょう。

➡

予備の電池や
モバイルバッテリーを
準備しておきましょう。

➡
停電時、屋内で救助を待つ場合や
屋内での避難生活に備えて

停電発生！
　そんなときどうする
停電発生！
　そんなときどうする

自助・共助・公助の連携（相互協力）家の中の安全対策

家具の転倒、落下を防ぐポイント

家の周囲の安全対策

備え①　安全に避難するためには

備え②　災害情報を確保するためには

要配慮者のために

我が家の防災対策

停電対策

地域の防災対策
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